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､防 ~虫 科 学 界 17放 し
研弛ま文部省科学研究茸の｣卿こ,iつ-LCおこなったも.
のである｡銀記して謝意を表する次第であろ｡
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H 価弧 ･大きざ,七表皮櫛乱 体内解詔酵素や)多少,休水


































































i■ⅤⅠ.′′摘 一 夢 ノ
摘果増兆で飼育したイ工,,'ェと豆閤粕埼玉で飼育し





















-`(61 長界純夫 ･抹茶千位子 (1949)･防虫科学14:
31.








(Jl) ･Ft沢純大 川J'71)一化′抑｢究枕j即 -(21‡;r2.
,(12) 長沢杜夫 (1932)-机的広J]艶,(印刷中)
(13) Il沢純夫 (1952)一応JTJLi血 8:29.


































し -や ク TI -ルビクリン顎の押詑性和樹 ヒ榊 勿が.和効で
` ぁるとされている 1`)′8'｡然し.これらの黙礼 ま,･珊Jk
･が拓く.一般良家にとっては仏日が附Hl邦である｡従
って.布効で危険性がなく,位nJの容易な洪剤があれ
は,比較的中立の小豆を貯蔵する｣般袋家にとらては.,
枯めて灯都介である｡
JlI･3rc小払代笹は稀薄な独控の′BHCγ休が,コクリ
ヤのFJJ一駅に却めて1J'効であることを苛めている(5)(fi)｡
耐 して柘'lSな･TIHClは危険日.･がなく,取扱いも榔め
て解易であるので既に一部実m化している｡.E･.訂己の申il
t03'
